
 

 

Fig.1 カーボンナノリング[10]CPP-ダンベルフラーレン C120複合体の合成スキーム 
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1．背景と研究目的 

 シクロパラフェニレン(CPP)は複数のベンゼン環がパラ位でつながった環状分子であり、カーボンナ

ノリングとも呼ばれる。径の異なる CPP、および、様々な官能基が導入された CPP を選択的に合成す

ることができ、新たなナノカーボン物質として注目されている。CPP は本質的に中空をもつ構造であり、

その空間に他の化学種を取り込めることに我々は着目し、多孔性材料としての応用展開を試みている。 

すでに、[10]CPP とフラーレン C60の複合体については報告がなされている。本研究では、C60 の二

量体(ダンベルフラーレン)C120 と [10]CPP の複合体を合成し、その配列変化、および、フラーレンの

周囲を CPP で覆うことにより、未踏のリニアポリフラーレン合成への知見を得ることを目的とした。 

 

2．実験内容 

[10]CPP⊃C120の単結晶サンプルは、[10]CPP と C120をトルエン中に溶解させた後に静置することで

得られた。単結晶サイズは 200 μm × 100 μm 程度であり、ラマンスペクトルの測定から、作成した単

結晶中にダンベルフラーレンおよび[10]CPP の両方が含まれていることを確認している。 

顕微鏡下で結晶性の良い単結晶を選別し、２つの単結晶について、λ = 1.12 Å の X 線を用い、以下の

条件で回折測定を行った。結晶 1: φ = -55~125º、0.5˚@10sec/image、360 images。結晶 2: φ = 0~180º、

0.5˚@7sec/image、360 images。 

 

3．結果および考察 

結晶 1、2 ともにシャープな回折スポットを示したが、直接法によりその結晶構造を導き出すことは

できなかった。回折イメージを注視すると、幾つかの結晶相が重なったようなパターンを示すものがあ

った。選別した結晶が見た目では単結晶のようであるが、密に積層していたものであったためと考えら

れる。今後は、結晶選別の根拠を確立するとともに、χ 軸変化の測定も行うことにより、高 completeness

の回折データを得ることによって、構造解析の確度を高めたい。 
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